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誤

なお、w′がw′′よりランクが高いのは、g(w)に含まれる命題のうちw′′が真にするものすべてが、w′に
よって真になるときである。

(3) w′ ≤g(w) w
′′ iff {p ∈ g(w)|w′′ ∈ p} ⊆ {p ∈ g(w)|w′ ∈ p}

この g(w)をもちいて、Portner (2009: 67)に倣い、「最高ランクの世界の集合」であるBEST(f(w), g(w))

を (4)のように定義する。なお、f(w)に含まれる命題を真にする世界のうち、g(w)によるランク付けで
最高とされた世界の集合を BEST(f(w), g(w))とする。

(4) BEST(f(w), g(w)) := {v|v ∈ f(w) and there is no v′ ∈ f(w) such that v′ ≤g(w) v}

正

なお、w′がw′′よりランクが高いのは、g(w)に含まれる命題のうちw′′が真にするものすべてが、w′に
よって真にされる一方、w′によって真にされるが w′′によって真にされない命題があるときである。

(3) w′ <g(w) w
′′ iff {p ∈ g(w)|w′′ ∈ p} ⊊ {p ∈ g(w)|w′ ∈ p}

このg(w)をもちいて、Portner (2009: 67)に倣い、「最高ランクの世界の集合」であるBEST(f(w), g(w))を
(4)のように定義する。なお、f(w)に含まれる命題を真にする世界のうち、g(w)によるランク付けで最高
とされた世界の集合をBEST(f(w), g(w))とする（ただし、Portner（2009: 67）では、BEST(f(w), g(w))
を、<g(w)ではなく、≤g(w)で定義しているが、これはタイポだと思われる。なぜなら、 v ≤g(w) vは常
に成り立つので and以下が偽となり、BEST(f(w), g(w))が空集合になってしまうからである）。

(4) BEST(f(w), g(w)) := {v|v ∈ f(w) and there is no v′ ∈ f(w) such that v′ <g(w) v}
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